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第５２回 全日本中学生ホッケー選手権大会確認事項 《チーム･競技役員用》
ＴＤ（テクニカルデリゲート）： 馬場 治男 中学校部会事務局長：久保 克敏

今大会は、新型コロナウイルス感染予防のため感染予防対策を万全に行い、原則無観客として

（チーム関係者として１チームにつき３０名までに制限し会場内に入場を許可）、大会開催をすべく

準備を進めています。感染者数の爆発的な増加など心配な状況が未だ続き、昨年度と同様に、

選手・スタッフ・競技役員の安全に十分な配慮をしつつ、中学生の夢と希望を失わせぬよう大会を

運営していきます。

例年とは違うことも多々あり、参加する皆様方にはご不便をおかけすることがあるかもしれませ

んが、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

◆大会スケジュール

8月 16日（火）《締め切り》 「参加申込変更届（選手・チームスタッフ）」
・・・メールにて 17:00までに大会実行委員会へ

8月 17日（水） 14:00~ 【監督会議】オンラインで開催

8月 19日（金） 9:00~ 【公式練習】 築館多目的競技場、一迫多目的広場
※【参加受付】 公式練習を行う会場で大会参加受付を行います。

＊公式練習に参加するチームは、 8/19 に必ず大会参加受付を済ませてくだ
さい。大会初日 8/20 の参加受付の混雑を緩和するよう、ご協力をお願いい
たします。

＊公式練習を行わないチームについては、築館会場に大会参加受付の準備

をしておきます。できるだけ、 8/19 に大会参加受付を済ませるよう、ご協力
をお願いします。

＊大会参加受付では、❶参加同意書の提出、❷行動規範確認書の提出、

❸ 2 週間の健康観察表の提出、①メンバーリストの確認、②当該チームに
必要なＩＤカードの確認をお願いします。

8月 20日（土）【大会 1日目/予選リーグ】
【大会参加受付】 8/19に大会参加受付が終わっていないチームには、会場入場時

に各会場（予選リーグの会場）で大会参加受付を行います。

【会場入場時】チームはまとまって、「健康観察表（当日用）」を受付で提出し検

温、手指消毒の後に係員の指示に従い入場してください。

17:30頃 【決勝トーナメント抽選会】 築館多目的競技場管理棟 ２階会議室

8月 21日（日）【大会 2日目/決勝トーナメント １･２回戦】
【会場入場時】チームはまとまって、「健康観察表（当日用）」を受付で提出し検

温、手指消毒の後に係員の指示に従い入場してください。

8月 22日（月）【大会 3日目/決勝トーナメント 準決勝・決勝】
【会場入場時】チームはまとまって、「健康観察表（当日用）」を受付で提出し検

温、手指消毒の後に係員の指示に従い入場してください。

13:15頃 【閉会式】 築館多目的競技場・・・当該チーム（１・２･３位）のみ参加
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◆監督会議

＊監督会議は、昨年同様、オンラインにて実施します。

・オンラインにより 8月 17日（水） 14:00よりオンラインで実施します。
・全チーム監督の参加義務（監督会議不参加での大会参加は認めない）

・予選リーグのユニフォームに関する打合せは、ブレイクアウトルームを設定いたします。

※ユニフォームについては、同系色の場合など、監督同士の話し合いで決めた色であっても、当該

審判員の判断により変更を求める場合があります。

・アクセス情報 ←大会実行委員会より改めて連絡いたします

https://*************************************************
ミーティング ID: *** **** ****
パスコード: ******

・チーム確認がしやすいよう、「学校名／男女の別」を表示してください。 例：「瑞穂中／男」

◆現地入りするにあたって

＊大会会場入りするにあたって、新型コロナウイルス感染予防の観点から、居住地から大会開催地

（宮城県・栗原市）へ直行・直帰していただくようお願いいたします。（奨励事項）

・・・例年、練習試合を現地入りする前にすることが慣例としてあるようですが、感染リスクを極力減

らし大会を実施できるようご理解とご協力をお願いいたします。

＊各ブロック大会で全国大会の出場権を獲得したが、都道府県もしくは市町村教委の指導などにより

顧問（教員）が引率できなくなった場合、日本中体連では校長の認めた者（部活動指導員、外部指

導者、保護者など）による引率も特例として認めている事例があります。このような事態が生じた場

合、当該地区の中学校部会ブロック常任委員を通じて、中学校部会（事務局長：久保）にご相談くだ

さい。

◆参加受付について

・監督会議をオンラインで行った場合には、参加受付を下記の通り行います。

大会受付では以下の３点を提出していただきます。３点の提出がもって受付完了といたします。

❶「参加同意書」・・選手および選手外で引率してきた生徒全員分

❷「行動規範確認書」

❸「２週間の健康観察表」・・選手および選手外で引率してきた全生徒に加え、監督、コーチ、手当者や代

表者（校長）など、会場に入る全ての者について提出する

＊大会参加受付では、①メンバーリストの確認、②当該チームに必要なＩＤカードの確認をお願いします。

＊大会参加費の領収証も、こちらでお渡しします。

《監督会議がオンラインになった場合の参加受付》

①大会前日（公式練習当日） 8/19(金) 9:00~15:00に公式練習を行う会場で
＊公式練習に参加しないチームの参加受付も、栗原会場で準備しています。

②大会当日 8/20(土) 男子： 8:30~ 一迫会場にて／女子： 8:30~ 築館会場にて
＊大会当日の参加受付は、男女で受付会場が異なりますのでご注意ください。

＊混雑緩和のため、できるだけ前日(8/19)に参加受付を済ませるよう、ご協力をお願いいたします。
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◆ベンチ

１．ベンチには今大会に「選手（１２名以内）」「スタッフ（監督１名・コーチ１名以内）」としてエントリーし、日本ホッケ

ー協会に「選手」または「チームスタッフ」として登録した者が入ることができる。

なお、「選手」「スタッフ（監督・コーチ）」は、『登録証』を持参してベンチ入りすること。

２．「手当者」について

・原則パンフレットに記載されている者 ２名まで （成人であること）

・大会期間中に「手当者」を変更することを認める。（全中大会における特別ルール）

・ただし、いずれの「手当者」についても『ＪＨＡチームスタッフ登録』を完了し『登録証』を持参してベンチ入りす

ること。

３．ベンチには、パンフレットに記載された者とＴＤが認めた者＊が入ることを許可する。
＊：「校長」「メンバーに入れなかった同性の３年生（体操服などユニホーム以外のそろいのシャツを着る）」等を認める。

．．．．．．．

「校長」「メンバーには入れなかった同性の３年生」ともに実行委員会が用意する『ＩＤカード』を持参する。

ベンチ入りできるＴＤが認めた者の確認は監督会議の場で行う。

４．ベンチは対戦表の先（左側）のチームが、ジャッジ席から見て左側（青色のテント）のベンチに入る。

５.試合ごとに各チームは消毒作業を行い、速やかに次チームにベンチを引き渡す。
・試合終了後、ベンチ等の消毒は使用したチームの責任で行う（ R4 第 1 回常任委員会決定事項）。

◆事前練習

・ウォーミングアップはウォーミングアップエリアで行う。

・試合前の定められた時間に、指定された練習エリアを使う。（目安：前々試合の後半～前試合前半終了）

・競技会場内は、安全のためボールを使った練習はプッシュによるパスまでとする。

・試合場での、試合開始前の事前練習については30分前から認める。
＊ただし、競技役員の指示に従うことを条件とする。また、 2試合目以降についても認めるが、試合開始前の集合に遅れな
いことを条件とする。（実際には2試合目以降の練習実施は難しい）

◆メンバーチェック等

１．スターティングリストの提出は行わず、メンバーチェックの際に監督から先発メンバーの申告をする。

＊チームユニフォームが重複した場合、両チームの監督により、友好的な解決をお願いしたい！（事前確認を）

ただし、TO ・アンパイアの判断により変更を求めることもあるので、必ずピッチに２着準備をしておくこと。
＊公式記録用紙の名前の訂正は、参加受付時に行う。（以降の訂正は認めない）

２．各チームは、試合開始１５分前までに次試合テントに待機していること。なお、各チームの監督は、メンバーチ

ェックの前に、下記の点について確認・協力をお願いしたい。

・監督はスターティングメンバー 6人（GK含む）の申告をする
・『登録証』（個別に持参／顔写真の添付）を用いてメンバーチェックを実施する

・選手の健康状況（明らかに熱中症の症状を呈する選手など⇒ＴＯの判断で、試合に参加させない場合も）

・ヘアピン、腕時計等、アクセサリーや金属の装着は不可

・「スティックチェック」・・・規格に合っているか？ＪＨＡ公認シールは？スティックの破損はないか？

＊穴・破片が飛び散る可能性があるものは使用を控えてもらう場合もある！

＊最初の試合前に、リングパス及びスティックの破損状況など慎重にチェックする。

・ＧＫのアンダーパットの装備

・「マウスガード」の装着

＊メンバーチェック時に確認あり。「未着用届」が提出されている選手については、装着を免除。

・アンダーウェア（上）については同色の着用を認める。ロングアンダースパッツ（下）は認めない。
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３．ＰＣ時に使用する「マスク」「グローブ」も、試合開始前（メンバーチェック時）にＴＯの確認を受ける。

※今年度は、感染予防の観点から、使用する防具に使用者を特定する印や名前をつけておく。（確認）

◆試合開始時・終了時のセレモニー

《開始時》試合開始1分前に
「ジャッジ席前整列」～「トス」～「ジャッジあいさつ」～「コートへ散る」

《終了時》「センターであいさつ」～「握手」～「わかれ」

※感染予防の観点から「握手」などの身体接触は行わない。

※時間短縮のため、ジャッジテント・相手チームへのあいさつは行なわなくてもよい。

※監督は、公式記録用紙のサインを速やかに行う。⇔スムーズな競技進行協力を！

※各チームは、試合後にベンチの消毒を行い、速やかに撤収するよう協力を！

◆競技中

１．試合時間については、選手のコロナ禍における練習状況や感染予防対策に伴う時間を考慮し、 5 月の日本
中学校部会第 1回常任委員会の決定を踏まえ、下記の通り実施する。（ JHA競技運営部の承認済）
《予選リーグ／大会１日目》

６分間の４クォーター制とし、第１・第３クォーターの後に１分間の休憩（コーチングは行わない

／声かけは可）、第２クォーターの後に５分間の休憩を設ける。（時間はオフィシャルテーブル

で管理）

《決勝トーナメント／大会２・３日目》

前後半各１５分で５分の休憩。休憩４分でホーン、５分で後半開始。

（４分間はしっかりテントで休憩を取ること／ホーンが鳴ったら速やかに準備を）

※決勝トーナメントにおいて、猛暑日の場合には、選手の健康面を考慮し、熱中症対応を行う場合がある。

そのことについては、監督会議の場で方向性を示す。

２．全ての試合において延長戦はなし。決勝トーナメントについては、即ＳＯ戦を実施する。

３．ＰＣ時のフェイスマスクは、ゲームが途切れた時に、速やかにゴール裏に置くよう指導を。

４．フリーヒット時はボールをしっかり止める。セルフで始める時はポイントの確認・ボールを止める動作をはっき

り行う。

５．リバースプレーについては、危険か否かによる判断でジャッジする。（安全第一）

６．６人制ルールの確認 （中学生）

○ＰＣの後に、コート内に残っていた不要になった守備側選手の装具にボールが当たった場合に

は、サークル外ならＦＨ、サークル内ならＰＣになる。

また、ボールがサークル内に残っていた装具に当たらなければ、おそらく得点になったであろう場

合にはPSとなる。

○コーナー、攻撃側の波線内の FH およびコーナー付近のサイドラインからの FH 再開位置につ

いて H27より変更あり。・・・サークルから４ｍ以内の FH再開はそのポイントから。
LCについては１２ｍから⇒１６ｍ仮想ライン上からに変更。

○ハイスティック規則を廃止する。

○ PC 時におけるフライング（攻撃側・守備側）およびフェイントについては、罰則としてセンター
ラインに戻すルールが採用される。・・・攻撃側の反則はパッサーをセンターラインに戻す。

○退場（黄色カード）は２分。（時間の計測はジャッジ席）

○グリーンカードは警告のみ（退場はなし）

○給水タイムは原則採用しない。・・・猛暑日の対応については、監督会議の場でＴＤより方向性を示す。

〇サークル 4m 以内での攻撃側 FH の場合、 FH が即座に行われない場合はサークル内であっ
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ても 4m離れる。（常に 4m離れようとする指導を奨励／常任委員会において既確認事項）
〇 PC終了の条件から「サークル外に２回出る」の要件を削除
〇落下地点でレシーブしようとしている選手に対し、４ｍより離れた地点から近づいてボールをイン

ターセプトすることができる。（但し危険と判断された場合はこの限りでなない）

〇 GKの肘用防具については、ユニフォームで覆わなくともよい。
〇ブリーによる再開方法について、６人制についてもスティックの平らな面を軽く１回打ち合わせる

方法とする。（１１人制と同様の方法とする。）

◎守備者が PC 用の防具を取り外す適切な機会がなかった場合、センターラインより自陣エリア内
にいる間、ペナルティ無しで防具を着用し続けることができる。すべてのプレーヤーは、センター

ラインより自陣エリアから出る前、または審判から指示されたときに、すべての保護具を外さなけ

ればならない。

※上記◎は R ４年度より採用のルール変更。〇は従来からのルールの再確認。

◆選手交代

＊選手の交代は、ジャッジテント前中央付近の（ラインで明記）で行うが、交代する選手がコート外に

出た後に新たな選手が入ること。
．．．．

控え選手にビブスを着用させて待機させ、交代の際にビブスを受け渡す方法で交代をするチームがある。

この方法は、控え選手を明確にし、選手交代も正確かつ円滑に行われることから、良い方法として奨励さ

れる。 コロナ感染予防のため今年度は行わない

◆ベンチワーク

＊ベンチでの指導は、「監督」または「コーチ」のどちらか一人とする。

なお、今大会では、コーチングエリア（バルコニー／ラインで明記）を設けるので、立ち上がっての指導は、コーチングエリ

アを活用すること。 「手当者」はコーチングはできない。

＊アンパイヤに暴言を吐いたり、セルフ判定によりゲームを混乱させる行為などは厳しく対処する。

ＴＯからカードにより、ベンチから退場もあり得る。

特に指導の必要な監督には、ＴＤおよび中学校部会で対応する。

※全ての監督は「行動規範確認書」を参加受付で提出し、それに伴った行動責任を果たす。

◆ＳＯ戦（予選リーグの順位決定）

＊予選リーグの順位をＳＯで決めなければならない時は、最終試合が早く終わったコートにて順位決定のための

ＳＯ戦を実施する。なお、詳細については、放送等により連絡する。

・・・ＳＯ戦時に残っていないチームは「不戦敗」となる。

◆決勝トーナメントの組合せについて

＊ H27年度より、決勝トーナメントの組合せは、予選リーグ終了後に抽選会を実施する。
・時刻：予選リーグ終了後 （ 17:30頃を予定）
・場所：栗原市築館多目的競技場管理棟 ２階「会議室」 （ホッケー場隣接）

（運営責任者：ＴＤ 馬場、立会人：ＵＭ 西松、中学校部会事務局長 久保）

＊決勝トーナメントに進出する全チームの監督 or コーチまたはそれに代わる代表者（成人）が抽選
会に参加すること。 ※「抽選会委任状」を提出することにより代理による抽選を行う。

＊決勝トーナメント１回戦は、予選リーグ１位チームと２位チームが対戦する組合せとする。
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◆観客・応援について

＊原則無観客であるが、チーム関係者として１チーム３０名まで、会場内へ入場できることとする。

（R4.8.4実行委員会からの事務連絡）
＊ベンチに入れない部員やチーム関係者および保護者に、選手の活躍する姿を公開するための苦肉の策であ

ることを理解していただき、各チーム（学校長・監督）は、定められたルールを責任を持って周知し、遵守するよ

う十分な指導をお願いします。

＊感染拡大防止のため、大声での応援はお控えください。

＊鳴り物による応援は、下記の通りとします。

・太鼓による応援は可とする。

※ただし、競技役員（TO、UMPなど）からの指示に従うことを条件とする。
・ラッパや笛などによる応援は、飛沫リスクと審判の笛との判別の問題から不可とします。

◆安全対策・負傷・事故発生時の対応について

＊負傷により手当要請をした場合、２分間以上ベンチで静養する。（ＧＫは除く） ⇔ジャッジ席で計測

＊顔・頭部・心臓付近の負傷については、本人の意思に関係なく、安全確認のため一旦ベンチに下げること。
．．．．．．．．．．

＊ＧＫが負傷した場合

・ＧＫなしのゲームは認めない。

・控えのＧＫがいない場合、フィールドプレーヤーが防具を着装すること。

＊救護所（室）

・救護所を設置し、看護師等が常駐する。

・また、重大事故発生時には、救急対応する。

・ＡＥＤを各会場に設置する。

＊負傷・事故報告書（ジャッジ席に配備）

救急車で搬送された場合、熱中症等で倒れるなど医師の診断を受けるような事故が発生した場合には

以下の手順により、「負傷事故報告」の提出が義務づけられている。

１．ＴＯが監督に負傷事故報告書を渡す

２．医師等の診断

３．事故報告・経過報告・医師の意見を記入

４．記入された用紙をＴＯに渡す。→ＴＤ

５．試合が翌日の場合は、翌日にＴＯに用紙を渡し、経過説明。

６．スターティングリスト提出時に、本人の健康確認をＴＯまたはＴＤが行う。

なお、事故と同一日に次の試合がある場合、無診察(素人判断のみ)での試合出場は認められない。

⇒【 別 紙 】に従い安全第一の対応をお願いしたい。

＊猛暑時の対応については、監督会議でＴＤより方向性を示す。当日の判断はＴＤが行う。

＊近年の急な天候変化等により、緊急の監督会議招集やＴＤ通知がある可能性があります。

その際は、ご協力をよろしくお願いします。

◆新型コロナウイルス感染拡大防止対策について

（１）大会実行委員会が定める感染拡大防止ガイドラインに従うこと。

・大会初日には、「大会参加同意書」及び「 2週間前からの健康観察表（個別）」、「当日の健康観
察表（チーム一覧）」等の提出を求める。

・また、大会 2日目・ 3日目は「当日の健康観察表（チーム一覧）」の提出を求める。
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（２）大会期間中に、選手や引率者に風邪の症状（発熱、咳、鼻汁、咽頭痛、頭痛等）や倦怠感、味

覚臭覚異常など、新型コロナウイルス感染症が疑われる症状がある場合、そのチームの大会参

加を認めず棄権とする。

（３）大会期間中に、対戦した相手チームの選手や引率者に風邪の症状（発熱、咳、鼻汁、咽頭痛、

頭痛等）や倦怠感、味覚臭覚異常など、新型コロナウイルス感染症が疑われる症状がある場合、

そのチームの大会参加を認めず棄権とすることもあり得る。

◆その他

＊カメラマン（卒業アルバム等作成のためのチーム随行カメラマン）について

・必ず受付を通ること。受付は「総合案内所」

・カメラマンが随行しているチームの確認 ⇒ この場（監督会議の場）で申告をする。

・必ず、撮影可能エリア内で、競技役員の指示に従い撮影すること。

・ジャッジ席および両チームのベンチの間を除く、防球ネットの外側から撮影する。（詳細は受付時に説明）

・・・ケガは撮影者の自己責任でお願いしたい。アンパイアの指示には必ず従うこと。

・試合開始のあいさつ時のみベンチ周辺での撮影も許可する。

＊ベンチ内での撮影について

・ベンチに入ることが許される者が、ベンチ内（テント内）で、競技に支障を与えることなく撮影することは

許可するが（カメラ・ビデオともＯＫ）、ジャッジ席からの指示には速やかに従うこと。

当大会および競技に関して、何かございまし

たら、各チームの監督（顧問の先生）を通

して、大会ＴＤ（馬場）までご質問ください。
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スポ少・中学生大会等 １日に複数試合を行う場合の 【 別 紙 】

「負傷・事故報告書」の取り扱いと負傷者の試合続行に関する留意点

＊「負傷・事故報告書」の提出を要する事故とは

・救急車により搬送されるような事故

・首から上の負傷は特に慎重に

・出血を伴うような裂傷など、感染症の予防が必要と判断された場合

・骨折など

負傷者の出たチーム 負傷が発生したゲームＴＯ 負傷者の次試合のゲームを
（負傷者の監督） 《負傷時ＴＯ》 担当するＴＯ 《次試合ＴＯ》

①「負傷・事故報告書」の準備
＝ゲームの終了＝

②ゲーム終了後に、負傷者の出
たチームの監督に「負傷・事

②当該ゲームのＴＯから「負傷 故報告書」の提出を求める。
・事故報告書」を受け取る

③負傷者の出たチームの次試合
が本日中にある場合《次試合

医師の診断を受ける ＴＯ》に負傷者が出た旨を伝
｢負傷･事故報告書｣には、 達する。 ③担当試合に、前試合で負傷し
医師の診断内容等を正確 た選手が居ることを把握する
に記入し《負傷時ＴＯ》
もしくは《次試合ＴＯ》
に提出する。

・医師が試合続行が可能
と診断した場合のみ、 ④負傷したチームから、「負
当日の試合に出場する 傷・事故報告書」が届け
ことができる。 られた場合、負傷の様子
・医師の診断により続行 を確認後《次試合ＴＯ》
不可となった場合、本 に参加の可否を伝える。
人・監督等の希望があ
っても当日の試合に出 ⑤負傷した選手の居るチームの
場することは認めない。 試合開始前に、当該選手の参

加について確認する。
参加する場合は「負傷・事故
報告書」の提出を求め、負傷
の様子を確認後、正式に参加
できるか判断する。

負傷後（当日２試合目）の ゲーム

⑥受け取った「負傷・事故報告
書」は、当日、ミーティング
前に《負傷時ＴＯ》に引き継
ぐ。

⑦競技役員ミーティングにて事
故の詳細について報告する。

⑧「負傷・事故報告書」にサイ
ンしＴＤに提出する。

事故報告

事故報告

事故報告

事故報告

事故報告


